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発行：新潟県 （※環境省補助事業）　発行日：2023 年 8 月 10 日
企画編集：一般社団法人あがのがわ環境学舎（〒959-2221 阿賀野市保田 3866-1）

「かつて炭焼きにも利用されていた、阿賀野川上流域のブナ林」場所：阿賀町柴倉区

この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第 37 号
阿賀野川え～とこだ！流域通信

×

アクセス増加中！

　正式には「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略
称FM事業）と言い、阿賀野川流域の各地域が今も続く新潟水俣病と
向き合い、それを乗り越えるような「人と人の絆」や「人と自然の関
係」をつむぎ直すため、流域の住民・行政・民間団体が手を取り合
い、「新しい地域づくり」を目指して始まったプロジェクトです。

「阿賀野川え～とこだプロジェクト」とは？

https://aganogawa.info/
aganogawa@niigata.email.ne.jp
TEL.&FAX. 0250-68-5424

　
Ｆ
Ｍ
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２
）で
は
こ
れ
ま
で
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阿
賀

野
川
流
域
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史
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が
織
り
な
す
光
と

影
」を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー

を
流
域
各
地
で
数
多
く
開
催
し
て
き
ま
し

た
。参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
過
去
の
流

域
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」と
、お
お
む
ね
好

評
を
い
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だ
い
て
い
ま
す
。
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が
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れ
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。
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Ｍ
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
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。

　
そ
こ
で
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か
ら
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れ
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で
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阿

賀
野
川
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の
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と
し
つ
つ
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環
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源
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く
根
差
し

た
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の
中
に
積
極
的
に
組
み
入
れ
る
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を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。こ
う
し
た
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の
積
み

重
ね
が
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終
的
に「
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賀
野
川
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Ｓ
Ｄ
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を
さ
ぐ
る
」こ
と
に
つ
な
が
る
と
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え

て
い
ま
す
。
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探
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め
に

阿賀野川流域の SDGs   をさぐる

今号表紙の写真「流域上流のブナ林」
　阿賀野川最大の支流・常浪（とこなみ）川の
上流域には、清流を生み出すブナ林などの森
林が広がっている。写真は、地元の小学生の
学習フィールドとしても活用されている、常浪
川上流域のブナ林を撮影した一枚。

　第 37 号はいかがでしたでしょうか？ 
　新型コロナウイルス感染症が５類感染症に位置づけ
られたことから、ＦＭ事業でも十分な感染対策を実施し
つつ、以前の規模のようなイベントやツアーを催行する
ことになりました。麒麟山酒造㈱の酒蔵見学もあります
ので、ご都合がよろしい方は、ぜひお気軽にご参加くだ
さい☆   ２～３月発行予定の次号もご期待ください！

第37号
2023.8.10

県内小・中学校の児童・生徒の皆さんへ

第25回 新潟水俣環境賞作文コンクール
の作品を募集します！

　新潟水俣病や新潟県内の自然について思ったこと、身の回りの環境について考えたこと
や体験して感じたことなどを書いてください。皆さんの応募をおまちしています。

募集予定2023年10月1日～2024年2月29日
発表予定2024年6月

例えば、「新潟水俣病」「住んでいる地域の環境」「新潟の自然（森林・川・湖沼・海と環境問題）」「総

合学習等で取り組んでいる環境問題」「水の安全、食の安全」について、体験したことや気づいたこ

と、考えたことを書いてください。

作文の応募はＡ４版４００字詰め原稿用紙で、小学校１・２年生は６００字～８００字、小学校３・４年生は８００

字～１０００字、小学校５・６年生は１０００字～１２００字、中学校１・２・３年生は１２００字～１６００字です。

優秀賞者には表彰状と図書カード１万円分を贈ります。佳作者には表彰状と図書カード３千円分を贈ります。

応募していただいた方全員に参加賞を贈呈します。

●

●

●

●

お問合せ先●新潟水俣病被害者の会TEL025-281-2466／FAX025-281-8101
（作文の送付先●〒950-0965 新潟市中央区新光町 6-2  勤労福祉会館 3 階  新潟水俣病被害者の会）

▲▼第24回表彰式（写真提供：新潟水俣病共闘会議）

主催：新潟水俣病被害者の会、新潟水俣病阿賀野患者会　　後援：新潟県・県教育委員会、新潟市・新潟市教育委員会、阿賀野市・阿賀野市教育委員会、五泉市・五泉市教育委員会、阿賀町・阿賀町教育委員会、長岡市・長岡市教育委員会、上越市・上越市教育委員会、三
条市・三条市教育委員会、柏崎市・柏崎市教育委員会、新発田市・新発田市教育委員会、小千谷市・小千谷市教育委員会、加茂市・加茂市教育委員会、十日町市・十日町市教育委員会、見附市・見附市教育委員会、村上市・村上市教育委員会、燕市・燕市教育委員会、糸魚川
市・糸魚川市教育委員会、妙高市・妙高市教育委員会、佐渡市・佐渡市教育委員会、魚沼市・魚沼市教育委員会、南魚沼市・南魚沼市教育委員会、胎内市・胎内市教育委員会、聖籠町・聖籠町教育委員会、弥彦村・弥彦村教育委員会、田上町・田上町教育委員会、出雲崎町・
出雲崎町教育委員会、湯沢町・湯沢町教育委員会、津南町・津南町教育委員会、刈羽村・刈羽村教育委員会、関川村・関川村教育委員会、粟島浦村・粟島浦村教育委員会、新潟日報社、朝日新聞新潟総局、毎日新聞新潟支局、読売新聞新潟支局、産経新聞新潟支局、ＮＨＫ新
潟放送局、ＢＳＮ新潟放送、N Ｓ T新潟総合テレビ、TeNYテレビ新潟、ＵＸ新潟テレビ２１、FM新潟77.5 、ＦＭ　ＫＥＮＴＯ、ラジオチャット・エフエム新津、エフエムしばた、ＦＭゆきぐに・雪国新聞、燕三条エフエム放送、エフエム角田山ぽかぽかラジオ、エフエムとおかまち

受賞作品
発表

※作文の全文は、「阿賀野川え～とこだ！流域通信」に掲
載してありますので、ぜひご覧ください！

　このコンクールは、新潟水俣病被害者の「こんな苦しみは自分たちだけでたくさんだ。子や孫に同じ苦
しみを味わわせてはならない」という切なる思いから、次代を担う子どもたちに身の回りの環境に関心
をもってもらおうと、新潟県内の小・中学生を対象に毎年開催されています。

第24回作文コン
クールの授賞式
が開催されました！

◆小学校 1・2年生の部

「きれいな水を守るために」
奥山理央さん
（五泉市立五泉小学校２年）

「新潟の環境をきれいに保つ」
小林莉々さん

（上越市立国府小学校５年）

◆小学校５・６年生の部

「気にかけるだけで救える人がいる」
山田結菜さん

（上越市立国府小学校５年）

え～とこだよりのバックナンバーも見れます！

「新潟の自然」
高原望さん

（上越市立国府小学校５年）

「言葉でだれかの支えになること」
加藤結心さん
（新発田市立外ケ輪小学校５年）

第24回

エスディージーズ

※１「Sustainable Development Goals」（= 持続可能な開発目標）の略称。詳細は P.2 参照。 ※２「阿賀野川え～とこだプロジェクト」のこと。詳細はＰ．８参照。

（※1）



一般社団法人
あがのがわ環境学舎
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阿賀野川上流域では現在、清らかな水をいかに守り、活かしているか

上
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域
の
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る

総
決
算
の
イ
ベ
ン
ト
＆
ツ
ア
ー

　　

今
年
度
か
ら「
阿
賀
野
川
流
域

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
さ
ぐ
る
」と
題
し

て
、阿
賀
野
川
流
域
の
持
続
可
能
性

を
皆
さ
ん
と
共
に
学
び
考
え
る
連

続
ツ
ア
ー
講
座
を
開
始
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、阿
賀
野
川
上
流
域

に
お
け
る
水
環
境
の
現
在
を
、３
日

間
に
わ
た
っ
て
丸
ご
と
学
び
体
感

す
る
イ
ベ
ン
ト
＆
ツ
ア
ー
で
す
。こ

れ
ま
で
も
Ｆ
Ｍ
事
業
で
は
上
流
域

に
お
け
る
水
環
境
の
重
要
性
を
訴

え
て
き
ま
し
た
が
、今
回
は
麒
麟
山

酒
造
㈱
の
見
学
や
木
舟
に
乗
船
す

る
舟
運
体
験
な
ど
、新
し
い
学
び
の

機
会
も
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
！

阿賀流域再発見・連続ツアー講座
「阿賀野川ものがたり」2023
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現地バス
ツアー#2

8:00～17:00
16（土）9

現地バス
ツアー#1

8:00～17:00
9（土）9

事前座学
講座

13:30～16:40
3（日）9 ハイブリット

形式で開催

▲かつて栄えた津川の河港近くで、櫓で漕ぐ木舟に乗って舟運を体感

主催 ● 　　　　  　     共催 ● 新潟市・阿賀町    後援 ● 五泉市・阿賀野市　企画・運営 ●

13:30～16:40
3（日）
9

ライブ
配信あり

事前座学
講座

（※開場13:00～）

お名前
フリガナ

お名前
フリガナ

お名前
フリガナご同伴者

(※いらっしゃれば)

電話番号 メール
アドレス ※メールアドレスがない場合は、9/3講座のオンライン（ライブ配信）参加不可※当日連絡が取れる携帯電話番号優先

お名前
フリガナ ご住所

〒

(※希望に◯)
9/3講座 会場参加

(※メールない場合は参加不可)
オンライン参加

(※希望に◯)
9/9ツアー 参加します 新潟駅

南口

集合場所
麒麟山城
址駐車場

参加有無
(※講座は必ず参加) (※希望に◯)

9/16ツアー 参加します 新潟駅
南口

集合場所

申込方法 下記事項を電話やFAXにてお知らせいただくか、申込フォーム（QRコードまたは下記URL）から、8月25日
（金）までにお申し込み願います。なお、当落結果のお知らせが8月27日（日）までに届かなかった方は、お問
い合わせ願います。 電話・FAX：0250-68-5424　URL： https://forms.gle/LMb6qDd4jQtQaV6x6

※いただいた個人情報は、「阿賀流域・連続ツアー講座」及び「阿賀野川エコミュージアムを目指す流域再生フォーラム」の開催案内や実施、及び、「阿賀野川え～とこだより」の送付を目
的とした用途以外に使用することはありません。なお、ご同伴者含めて申し込まれた場合は、同じグループとみなして抽選いたしますので、当落結果は別々にはならずご一緒になります。

現地バスツアーの全行程を
映像と資料で学ぶ事前座学

場所 新潟ユニゾンプラザ 5階  特別会議室
（住所：〒950-0994新潟市中央区上所2丁目2－2）

定員 会場参加：40名  ／  ライブ配信：定員なし
（※当日はYouTubeライブで配信）

参加費 無料

※「会場参加」を希望された方で、抽選に外れた場合、メールアドレスをお持ちであれば、「オンライン配
信」を視聴できるアドレスを送信いたします。

清らかな水を守り活かす、
阿賀野川上流域の

持続可能な豊かさとは?

阿賀野川流域の
SDGsをさぐる

自然や歴史、麒麟山酒造㈱の取組から学ぶ

▲麒麟山酒造㈱鳳凰蔵の清酒を貯蔵するタンク ▲常浪川流域に広がるブナ林を学ぶ様子 ▲阿賀町の至る所で湧き出る清水（写真は中道清水）▲麒麟山酒造㈱の麒麟蔵（製造場）入口

▲17のゴール（※18個目のアイコンは、SDGsを表すカラーホイール）

　Sustainable Development Goals （=
「持続可能な開発目標」）の略称で、2015
年に国連で採択された。
　「安全な水…を世界中に」「質の高い教
育をみんなに」など17のゴールが掲げられ、ど
の国も2030年までに達成すべきとされている。

SDGsって何？
エスディージーズ

▲麒麟山の麓で合流する常浪川（手前）と阿賀野川

会場限定で、ミニ蒸しかまどで炊い
た、平場のコシヒカリと阿賀町産
「酒米」との「食べ比べ」も行います！

酒米の試食あります♪

　現地バスツアーの各行程に関係するゲス
トが登壇し、当日の見学スポットについて、豊
富な映像と資料で事前に学びます！

漆原 典和 氏

常務取締役・営業部長
麒麟山酒造株式会社

五十嵐 実 氏

学校法人
日本自然環境専門学校長

江花 一実 氏
阿賀町役場

山崎 陽

【内容（予定）】麒麟山酒造㈱の取組について

【内容】ブナ林について 【内容】阿賀野川の舟運について

【内容】近代産業の光と影について

ゲスト
と座学の
内容

麒麟山城
址駐車場

現地バス
ツアー#1

8:00～17:00
9（土）9

現地バス
ツアー#2

8:00～17:00
16（土）9

木舟に乗船して舟運を体感し、
産業の光と影をたどろう

麒麟山酒造㈱の取組を見学し、
水源のブナ林を体感しよう

申込多数につき抽選になった場合、３日間の全日程に参加できる方を優先いたします。

定員 36名
（※当日はどちらかでお待ください。バスが向かいます）

参加費 2,000円/名

集合場所 新潟駅南口　 　 麒麟山城址駐車場または

　当日午前は麒麟山酒造㈱の取組（※酒
蔵や酒米圃場）を見学。午後は、ブナ林で
湧水を味わいながら水源の森を体感します。

　当日午前は津川河港を町歩きしつつ、
木舟に乗って舟運を体感します。午後は、
近代産業が及ぼす水環境への影響を考えます。

お昼は「お茶の間久太郎」（狐の嫁入り屋敷内）の特製弁当 お昼は「七福温泉七福荘」の蕎麦・山菜・焼きイワナの御膳
※写真はイメージです。※写真はイメージです。

※現地バスツアーへの参加を希望される場合、
事前座学講座には必ずご参加ください。

定員 36名
（※当日はどちらかでお待ください。バスが向かいます）

参加費 2,000円/名

集合場所 新潟駅南口　 　 麒麟山城址駐車場または


